
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
通
じ

価
値
を
創
出
す
る

当
社
は
、
1
1
0
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
培
っ
た

Ｏ
Ｔ（
制
御
・
運
用
技
術
）や
Ｉ
Ｔ
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
、

さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
統
合
的
な
提
供
に
よ
り
社
会
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
で
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
え
る
と
と

も
に
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

変
化
す
る
社
会
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
新
た
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
展
開

社
会
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
現
在
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
で
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
良
い
社
会
へ
の

変
革
を
実
現
す
る
Ｄ
Ｘ
が
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
脱
炭
素
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
が
活
発
化
し

て
お
り
、
企
業
活
動
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
重
要
性
も
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
お
い
て
も
、
相
手
国
が
抱
え
る
課
題
に
向
き

合
い
、
様
々
な
変
化
の
兆
し
を
捉
え
て
効
果
的
な
解

決
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
て
継
続
的
に
付
加
価

値
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
、
当
社
は
「
デ
ジ
タ
ル
」

「
グ
リ
ー
ン
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
成
長
の
柱
に

掲
げ
、デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、お
客
さ

ま
と
の
協
創
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
と
社
会
価

値
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
2
0
2
3
年
4
月
に
実
証
運

転
を
開
始
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
タ
イ
に
お
け
る
実
証
委
託
事

業
と
、現
在
建
設
を
進
め
て
い
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア・

エ
ジ
プ
ト
間
を
接
続
す
る
大
規
模
な
高
圧
直
流
送
電

（
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
：H

igh
V
oltage

D
irect

Current

）

シ
ス
テ
ム
事
業
の
二
つ
を
紹
介
す
る
。

タ
イ
に
お
け
る
送
電
ロ
ス
低
減
と

Ｃ
Ｏ
2
排
出
抑
制
へ
の
貢
献

タ
イ
で
は
近
年
、
経
済
発
展
に
伴
う
電
力
需
要
の

拡
大
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、送
電
系
統

の
電
力
損
失（
送
電
ロ
ス
）の
抑
制
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、主
要
電
源
で
あ
る
火
力
発
電
に
お
い
て

化
石
燃
料
の
使
用
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）の
導
入
拡
大
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、様
々
な
電
源
が
電
力
系
統
に

接
続
さ
れ
た
際
に
送
電
系
統
の
電
圧
を
最
適
化
す
る

仕
組
み
が
な
い
た
め
、
安
定
的
な
電
力
供
給
と
送
電

ロ
ス
の
抑
制
の
両
立
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
当
社
は
、
タ
イ
王
国
発
電
公
社（
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｔ
）と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、電
力
系
統
運

用
の
高
度
化・効
率
化
に
向
け
て
、
電
圧・無
効
電
力

オ
ン
ラ
イ
ン
最
適
制
御
シ
ス
テ
ム（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｑ
：

O
ptim

ized
Perform

ance
Enabling

N
etw
ork

for
V
olt/var

（Q

））の
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｑ
と
は
、
電
力
系
統
の
設
備
デ
ー

タ
や
計
測
デ
ー
タ
と
発
電
計
画
や
気
象
予
測
な
ど
の

外
部
情
報
と
を
組
み
合
わ
せ
て
電
力
系
統
潮
流
を
予

測
し
、
送
電
設
備
の
性
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す
運

用
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
本
実
証
事
業
で

日
立
製
作
所
グ
ロ
ー
バ
ル
渉
外
統
括
本
部
産
業
政
策
本
部
国
際
渉
外
部
部
長
代
理

落おちあ
い合
美みほ
帆

こ
れ
か
ら
の
開
発
協
力
事
業

│
日
立
の
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
取
り
組
み
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特集 これからの開発協力のあり方

は
、
電
力
系
統
の
最
適
制
御
を
通
じ
た
送
電
ロ
ス
の

抑
制
と
と
も
に
、
再
エ
ネ
導
入
を
円
滑
化
す
る
た
め

の
送
電
容
量
の
拡
大
、
な
ら
び
に
Ｃ
Ｏ
2
の
排
出
削

減
を
め
ざ
し
て
い
る
。
今
後
、
日
本
政
府
の
二
国
間

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）を
活
用
し
て
Ｃ
Ｏ
2
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
獲
得
し
、
タ
イ
と
日
本
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
貢
献
す
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る

再
エ
ネ
利
用
拡
大
へ
の
貢
献

Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
は
、
送
電
を
高
電
圧
の
直
流
で
行
う
シ

ス
テ
ム
で
、送
電
ロ
ス
が
少
な
く
、長
距
離
で
も
大
量

に
送
電
で
き
る
う
え
、
周
波
数
が
異
な
る
系
統
の
連

系
に
も
適
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、大

規
模
な
再
エ
ネ
の
系
統
連
系
や
大
需
要
地
へ
の
長
距

離
送
電
な
ど
、再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
支
援
し
、脱

炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
等
の
新
興
国
は
、
経
済
成
長

を
図
り
な
が
ら
脱
炭
素
を
実
現
す
べ
く
再
エ
ネ
発
電

の
導
入
拡
大
を
進
め
て
い
る
が
、
適
切
な
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
系
統
が
不
安
定
化
し
大
規
模
停
電
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
設
備
投
資
を
抑
制
し
な
が

ら
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
る
制
御
が
有
効
で
あ
る
。
当
社
は
Ｈ

Ｖ
Ｄ
Ｃ
や
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｑ
と
い
っ
た
技
術
の
提
供
を

通
じ
て
、
各
国
の
さ
ら
な
る
再
エ
ネ
導
入
拡
大
と
系

統
運
用
の
最
適
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

さ
ら
な
る
開
発
協
力
推
進
に
向
け
て

│
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
創
、デ
ー
タ
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
価
値
向
上

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に

運
用
す
る
た
め
に
は
、
相
手
国
の
事
情
に
精
通
し
た

現
地
企
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
持
続
的
に
価
値
を

生
み
出
す
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
様
々
な
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
全
体
を
俯
瞰
し
な
が
ら
最
適
な
解
決
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
と
社
会
コ
ス
ト
の
最

適
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
社
会

全
体
の
生
産
性
向
上
や
生
活
者
の
Ｑ
ｏ
Ｌ
向
上
に
も

つ
な
が
る
。
従
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外

展
開
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
当
社
は
、
デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
実
現
し
、
人
々
の
幸
せ
を
支
え

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府

は
2
0
3
0
年
ま
で
に
発

電
の
約
50
％
を
再
エ
ネ
で

賄
う
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
エ
ジ
プ
ト

政
府
も
、2
0
3
5
年
ま
で

に
発
電
の
42
％
を
再
エ
ネ

で
賄
う
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。本
事
業
は
、中
東
・

北
ア
フ
リ
カ
間
を
接
続
す

る
国
際
連
系
線
と
し
て
最

大
規
模
の
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
と
な

り
、
両
国
の
再
エ
ネ
目
標

達
成
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
電
力
を
相
互
に
共
有

す
る
こ
と
で
、
送
電
網
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
と
安

定
供
給
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

サウジアラビア・エジプト間初の
大規模ＨＶＤＣシステム

メディナ

タブク
バドル

エジプト
サウジアラビア

ＨＶＤＣイメージ

既存装置を最大限に
活用可能
国際規格によるインターフェイ
スの採用で、既存のシステムに
大きな改造が不要。

温室効果ガス排出量の削減効果を環境
性能にマッピングして、JCMを適用できる。

別のアプリを導入できる
OPENVQシステムは日立の情報
基盤上に実現。他の高度なアプリ
ケーションの導入も円滑に実現。

電圧プロファイルを
オンラインで計算

システム間を疎連係。
お客さまの要望に柔軟に

カスタマイズ

相互干渉を回避する
操作の実現

気象予報データ

情報基盤

既存の送電系統のシステム

OPENVQシステム

最適化制御

操作指示

観測
データ

設備データ、観測データ

設備
データ

・発電機端子電圧
・調相設備
・変圧器タップ

図表 タイでの電力系統運用高度化の実証事業イメージ
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